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資料 1-1-2-① 

○ 自学自習力育成による学習意欲と学力の向上（初年次教育における基礎学力と学習意欲の充実）
を図る取組 

 大学教育・学生支援推進事業【テーマＡ】大学教育推進プログラム(平成 21 年度～) （出典：本学 HP） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（出典：本学 HP） 

 （学生周知ポスター）           （学習指導カルテシステム）対応教員が学習指導の履歴を残す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：情報工学部）
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九州工業大学 
資料 1-1-2-② 

○ 学習・教育目標に照らした学習の達成度を自己評価し改善する取組 

「特色ある大学教育プログラム」(平成１9 年度～平成 21 年度)                          （出典：本学 HP） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学修自己評価システム 

科目別達成度評価 画面            達成度の点検 画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他画面： 

自己採点、目的入力、学修意識の自己チェック、自己評価の総括、教員メモ 
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九州工業大学 
資料 1-1-3-① 
○ PBL(Project-Based Learning)教育を機軸とするカリキュラムの開発・整備に関する取組 

平成 20 年度「質の高い大学教育推進プログラム」                    （出典：本学 HP） 

 
資料 1-1-3-② 

○ 新たに問題提案型の授業を組み込む授業科目・卒業時アンケート結果 

（出典：本学ＨＰ・情報工学部） 
科目名: 超ＰＢＬプロジェクトＳ ： Super PBL project S 

対象分野科目 選択科目 2単位  3 年 後期 金曜 3限目 金曜 4限目 金曜 5限目 

授業の概要 

本講義では、目標達成型のシステム創成プロジェクトに続く、問題発見型のプロジェクトとして位置づけ、
以下の３つの項目を行う。  

(1) プロジェクトマネージメントを意識したものづくり法  
(2) 自由な課題によるものづくり、奇想天外な発想によるアイデアなどを求める。  
(3) プレゼンテーションと評価 

カリキュラムにおけるこの授業の位置付け 

システム創成プロジェクトをはじめとして、これまでの PBL 型プロジェクトでは、はじめに課題を与え
ておき、評価にはその達成度や完成度を求めていた。しかし、課題探求能力を求めるには更に踏み込んで
「課題を考える」ことも重要となる。この科目では、システム創成プロジェクトに続く PBL 教育の最終
段階として、「課題提案」そのものを求めるプロジェクト型授業として位置づけとする。 
卒業時アンケート（項目評価：問題解決力）Ｈ２１．３ 

学   科 ①強くそう思う ②そう思う ①＋②／全体 
知能情報工学科 １５．０％ ７０．０％ ８５．０％ 
電子情報工学科 １１．８％ ７２．１％ ８３．８％ 
システム創成情報工学科 ９．１％ ７７．３％ ８６．４％ 
機械情報工学科 １１．０％ ７３．２％ ８４．１％ 
生命情報工学科 １３．８％ ６８．８％ ８２．５％ 

全   体 １２．２％ ７１．９％ ８４．１％ 
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九州工業大学 
資料 1-1-5-① 

○ 国際先端情報科学者養成プログラム International Informatics Frontier 

【平成 20 年度入学生・試行，平成 21 年度入学生より正式運用開始】      （出典：本学 HP） 

（プログラムの学習・教育目標） 
１． 情報工学の基礎、および、各専門分野について、英語を使った技術的なプレゼンテーション、コミュニケーシ

ョン、ディスカッション能力を養成します。 

２． 国際的に活躍できる技術者に必要な素養として、プロジェクトマネージメント・セルフマネージメント能力、お

よび、経済学の基礎を含むエンジニアリングエコノミクスの知識を身につけます。 

３． 英語を使った円滑な異文化コミュニケーションのため、日本の歴史・文化への造詣を深め、また、外国の文

化を理解・尊重する感覚を養成します。 

（カリキュラムについて ） 
各学科・専攻における卒業・修了要件に付け加え、プログラム修了のため以下の科目を履修することとします。 

1 年前期～ クラスワーク   入門・モチベーション向上教育等．随時実施 

1 年前・後期 上級実践英語 1 コマ   

1 年前期集中 英語による理数系科目 1 コマ 英語で講義 

1 年後期集中 Computer Literacy 1 コマ 英語で講義 

1 年 留学（１）   夏か春に 2～5 週間 

2 年前期 Presentation &Discussion 1 コマ 時事・技術雑誌のプレゼンテーション 

2 年後期 Scientific Writing 1 コマ 
ｅ-ｍａｉｌ・手紙の書き方/履歴書/レジュメ/ 
注文・クレーム等 

3 年前・後期 PSP(personalsoftware process) 2 コマ プロジェクト管理基礎 

3 年次以降 留学（２）   5 週間 

4 年（大学院合同開講） エンジニアリングエコノミクス 1 コマ   

Ｍ1 またはＭ2 ＴＳＰ（Ｔｅａｍ softwareprocess) 1 コマ プロジェクト管理応用 

Ｍ1 前期 EngineeringPresenration 1 コマ 卒論を英語でプレゼンテーション 

 
資料 1-1-5-② 

○ TOEIC受験を支援するための教材の充実  

関係図書購入実績                           （出典：附属図書館） 
 平成 21 年度において、英語及び TOEIC 関

係の書籍を大幅に充実した。 
 

 H20 年度 H21 年度 
英語授業用ﾘｰﾀﾞｰｽ 175 727 
TOEIC 関係書籍 91 148 
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九州工業大学 
資料 1-1-10-① 

○ 戦略的大学連携支援事業による他大学との大学院連携教育 

平成２０年度採択・平成２１年度より実施                         （出典：本学 HP） 

実践的派遣教育のスキーム           共同研究の場を活用した実践的な教育 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料 1-1-10-② 

○ 九州歯科大学との歯工学連携教育に関する教育 

平成 20 年度の協定の締結に基づき、歯工学連携教育研究センターを設置し、連携による歯工学分

野における学際的・融合的な教育研究を推進し、大学院教育の飛躍的な発展充実を目指す。 
 （出典：大学院学生便覧） 

（九州工業大学開講科目）６科目 
知的システム構成特論、分析化学特論、センサ化学特論、 
生体機能材料、生物機能物質、環境修復機能 

（九州歯科大学開講科目）８科目 
歯科放射線学概論、顎顔面外科学概論、化学感覚受容概論、先進歯髄疾患治療学概論、 
骨分子生物学概論、摂食嚥下学概論、歯周病学概論、細胞生物学概論 

 
資料 1-1-10-③ 

○ ＰＳＰ                               （出典：情報工学部）

Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｓｏｆｔｗａｒｅ Ｐｒｏｘｅｓｓ（パーソナルソフトウエアプロセス：ＰＳＰ）は、W.Humphrey 博士が米国カー
ネギーメロン大学ソフトウエアエンジニアリング研究所（ＳＥＩ）に於いてソフトウエアプロフェッショナルが身に
付けるべきプロセス改善能力とスキルを明らかにし、その修得を可能にする教育プログラムとして開発した
ものである。 
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九州工業大学 
資料 1-1-11-① 

○ 企業に求められるプロジェクト・リーダ型博士技術者を育成するプログラム 

平成 21 年度「組織的な大学院教育改革推進プログラム」           （出典：本学 HP） 
本教育プログラムの特色 

本教育プログラムに参加の学生を、自らの研究テーマと関連する高度実践的な開発プロジェクト（ RoDP：

Research- oriented Development Project) のリーダとして抜擢し、連携する企業との共同作業のマネージメント

というタスクを課すとともに、各開発段階のレビュー会議の運営，実験等の現場指揮等を通じた開発プロセスの実

践により、従来の座学では学べない実務的経験の獲得を通して行うことにより、プロジェクトをリードする博士技

術者として育成します。 
この教育プログラムは、三つの柱から成ります。 
（１）専攻横断型開発プロジェクトを基軸とした履修プログラムの構築 
（２）産業界での活動に必要な履修科目の新設と既存科目の選択必修化 
（３）プロジェクト・スーパーバイザリー・チームによる指導体制 

博士前課程から開発プロジェクトに参加  
博士前期課程では課程 B の学生として開発プロジェクトに参加し、新設の「実践的システム工学特論（設計・製作・

運用）」を履修します。 
プロジェクトの成果作成で、終了プロジェクトの単位を授与  

開発プロジェクトの成果をまとめ上げることで、修了プロジェクト（修士論文相当）の単位が授与されます。 
外国大学への学生の派遣  

研究テーマや開発プロジェクトに関連して、外国大学に短期派遣します。 
企業プロフェッショナルの講師陣  

新設科目「開発プロジェクト特論」、「システム工学特論」では、航空宇宙・自動車・鉄道車両・原子力・交通シス

テム等の先端企業分野で経験豊かな企業のプロフェッショナル達を講師として招きます。 
外国大学教員の招聘と特別講義  

開発プロジェクトに関連する研究テーマで、外国大学から招いた教員による英語特別講義が受けられます。 
クォーター制の導入  

開発プロジェクト RoDP を基軸とした教育上の目標を達成するために新設の実践科目についてはクォーター制を

導入します。 
最短 4 年で博士号取得  

新設科目の集中講義，クォーター制科目の導入により最短 4 年で博士号取得を目指します。 
プロジェクト・スーパーバイザリー・チームによる進路指導  

博士号取得後に希望する企業への就職をプロジェクト・スーパーバイザリー・チームが支援します。 
博士前期より TA・RA の給与支給  

博士前期課程から授業料相当額の手当て（TA・RA の給与）を支給します。 
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九州工業大学 
資料 1-2-16-① 
○ 平成２１年度高校訪問  ＜平成 19 年度比 150％増の高校訪問を実施＞  （出典：入試課）

5 月中旬 ～ 
11 月上旬 

12 月  ～ 
3 月中旬 

高校へ出向き大学説明を行う 

前半期には高校生向け， 

後半期には進路指導教員等向け 

282 校で実施 

（県内 86 校，

県外196 校）

学生募集専門部会委員を中心と

する各学部学科等の教員 

資料 1-2-16-② 

○ 出張オープンキャンパス （出典：本学 HP） 国立高専生対象進路支援セミナー（出典：本学 HP）

日時：平成 21 年 8月 22 日（土）・23日（日） 

10：00～19：00 1,300 名以上の来場 
日時：平成 22 年 3月 6日（土） 

13：30～17：00 400 名以上の来場 

場所：天神イムズ イムズプラザ（地下２階） 

福岡市中央区天神１−７−１１ 

場所：九州工業大学 飯塚キャンパス 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

伝導浮上実験を体験 

 
 
 
 
 
 
 

全体説明 
資料 1-2-16-③ 

○ 飯塚サイエンスギャラリー                      （出典：本学 HP） 

日時：平成 22 年 3 月 22 日（月） 

13:00〜17:00 

オープニング・セレモニーの 

来場者約 300 名 

 

場所：九州工業大学 

   飯塚キャンパス 

  

 

 

 

 

 

 

展示コーナー 
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九州工業大学 
資料 1-2-19-① 

○ 学習・教育目標とシラバスの活用に関する調査等              （出典：工学部）

（学習・教育目標とシラバスの活用に関する調査）    （調査後、説明・配付資料） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料 1-2-19-② 

○ 学習・教育目標を記載した名刺大のカード               （出典：情報工学部）

 
       （表面） 
 
                                        
 
 
 
 
 

       （裏面） 
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九州工業大学 
資料 1-2-30-① 

○ 九州経済連合会 平成21年度リアルPBL成果報告会         （出典：九州経済連合会） 

（PBL 報告する学生） 

 

 

 

 

 

資料 1-2-30-② 

○ 中小企業高度人材確保のための長期企業内実務研修制度整備委託事業    （出典：本学HP） 

【平成 20 年度】 

事業概要：北部九州地域における地元産業界では、高度人材の確保が大きな課題となっている一方で、北部九州地域の大

学を卒業した人材の地元就職率は低いのが現状である。このため、地域で活躍する優秀な中小企業者等に学生

の関心を向けさせることが必要であり、九州工業大学が中心となって、地域の産業支援機関や周辺の大学等との

ネットワーク体制を形成し、学生のキャリア形成と地元企業への就職率向上に資する実践的長期インターンシップ

システムを構築した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

開催日：2010年 2月 25日（木）14:00～17:00

会 場：九経連会議室

主なプログラム

項 目 内 容

開会挨拶 九経連・情報通信委員会企画部会長 山崎 正幸

議 事

◇実施経過及び能力要素評価結果説明（事務局）

◇ＰＢＬ成果報告（参加学生）

《参加学生》九工大大学院情報工学府情報システム専攻電子情報工学分野M1

《プロジェクト名》

(1)「春日地区土地開発に伴うアクセス系光ネットワーク設備構築計画の策定」

[受入企業：NTT西日本福岡支店 報告者：田中喜明]

(2)「法人営業におけるシステムエンジニアリング業務」

[受入企業：NTT西日本福岡支店 報告者：小田原一弘]

(3)「統合ＩＰネットワークの設計・検証」

[受入企業：九州電力株式会社 報告者：角田邦真]

(4)「スマートグリッドに関する研究プロジェクト」

[受入企業：九州電力株式会社 報告者：三次祐輔]

(5)「ＩＰｖ６技術の適用に関する研究」

[受入企業：ニシム電子工業株式会社 報告者：兼崎 望]

◇受入企業・大学の所感（NTT西日本、九電、ニシム、九工大）

◇実施アンケート結果及び次年度の実施計画（展開）について（事務局）

閉会挨拶 九経連・社会資本部副部長 筬島 修三

九州経済連合会 平成21年度リアルPBL成果報告会
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九州工業大学 
資料 1-2-32-① 

○ 英語自主学習教材 ＡＬＣ ＮｅｔＡｃａｄｅｍｙ 

 
（出典：ｅ－ラーニング事業推進室）      （出典：学内用学習支援サービス(Moodle)） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               

資料 1-2-32-② 

○ 教材作成支援室                     （出典：本学ＨＰ（教育ブレティン））

 e-ラーニング事業推進室の下には、アルバイト学生を中心に組織された「教材作成支援室」を設置し、この教材作成支援室

は、「ICT 教材のさらなる充実と教育の質的向上を図るために、システム的な教材開発を支援する」ことを目的としています。

本来は、「教員が ICT 教材を作成するには、時間的なコストが発生するため、作成をあきらめてしまう教員も少なくない」とい

う問題を解決するために業務を遂行しています。 

 （教材作成支援室の構成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料 1-2-32-③ 

○ 遠隔教育・ｅラーニング高等教育連携（単位互換） 

遠隔教育による単位互換に関する協定（大学院学生対象） 
室蘭工業大学、北見工業大学、東京農工大学、東京工業大学、電気通信大学、長岡技術科学大学、
名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、京都工芸繊維大学、九州工業大学、北陸先端科学技術大学院
大学、奈良先端科学技術大学院大学 計１２大学 

 
ｅラーニング高等教育連携に係る遠隔教育による単位互換に関する協定 
長岡技術科学大学、豊橋技術科学大学、九州工業大学、北陸先端科学技術大学院大学、釧路工業高
等専門学校、仙台高等専門学校、福島工業高等専門学校、茨城工業高等専門学校、小山工業高等専
門学校、群馬工業高等専門学校、木更津工業高等専門学校、長岡工業高等専門学校、岐阜工業高等
専門学校、豊田工業高等専門学校、鈴鹿工業高等専門学校、松江工業高等専門学校、徳山工業高等
専門学校、新居浜工業高等専門学校 計１８大学 
 

ｅ－ラーニング担当教員（全学） 

ｅ－ラーニング担当教員（専任） 

技術職員（技術部兼任） 

非常勤技術職員（専任） 

学生スタッフ（1 年生、3 年生から毎年募集）３年間勤務が原則 
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九州工業大学 
資料 1-3-44-① 

○ 利用者サービス向上状況                       （出典 附属図書館） 

 
○ 入館管理システム（平成 20 年度導入） 

九工大 IC カード（学生証・職員証等）に対応した入館管理シ

ステムを附属図書館の本館と分館に設置し、セキュリティの向上

を図るとともに利用状況のお把握により利用者向上を図ってい

る。 

○ 自動貸出装置の設置 

カウンターでの手続きの省力化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○集密書架（分館） 

 

 
資料 1-3-44-② 

○ 学生選書ツアー                           （出典 附属図書館）

  学生志向の選書と図書館サポータの育成を目指して   （学生選書ツアーポスター） 

学生選書ツアーを実施した。 

平成 20 年度（第 1回） 選書冊数 ３６５冊 

「選書ツアー」  参加者数：１２名 
「バーチャル選書」参加者数：１５名 

平成 21 年度（第 2回） 選書冊数 ３２９冊 

「選書ツアー」  参加者数：１０名  
「バーチャル選書」参加者数：１３名 

・選書ツアーの様子、展示コーナー、参加者によると図書 
の推薦文をホームページで広報した。 
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九州工業大学 
資料 1-3-45-① 

○ 平成 20 年度 CSI 委託事業報告交流会 

（ｺﾝﾃﾝﾂ系）ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ優秀ポスター賞受賞 

 

資料 1-3-45-②        （平成 21 年度）

○ 第 5 回 DRF ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

2009 年、いま改めてリポジトリで講演を実施

資料 1-3-45-③                           （出典：本学 HP） 

○ Web オープンキャンパス（情報工学部・生命体工学研究科）      （平成 21 年度） 

資料 1-3-45-④                            （平成 21 年度） 

○ 創立 100 周年記念事業（式典・企画展）と 

企画展「安川敬一郎と戸畑－明専のあるまち－」 
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九州工業大学 
資料 1-3-48-① 

○ 九州工業大学における教育職員の評価について（21 年度実施分）    （出典 本学 HP） 
○ 評価手順 

① 各教育職員は、教員情報データベース及び教育職員評価シート（重み付けを含む）を入力し、

評価申請。 

② 評価実施組織の担当者は、４つの評価の領域（教育、研究、社会貢献、管理運営）ごとに、５

段階の領域別評価を実施。 

③ 部局の長及び各センター長は、自己申告及び評価実施組織の担当者が行った領域別評価を勘

案し、「特に優れている」、「優れている」、「適切である」、「改善の余地がある」、「改善を要する」 

の５段階評価を決定。併せて申請内容に対するコメントを記載。 

④ 評価結果を各教育職員に内示。評価結果に対し、異議がある場合は、意見の申立てが可能。 

⑤ 部局の長及び各センター長は、意見の申立てについて検討を行った上で、学長に報告後、最

終的な評価結果を決定し、各教育職員に通知。 

○ 国立大学法人九州工業大学教育職員評価実施要項（抜粋） 

（評価結果の活用等） 

第９条 評価結果は，教育職員が次期の評価期間の活動を充実させるために活用するものとする。 

２ 学長及び部局等の長は，評価結果を全学又は部局等の運営等の改善のための資料として活用するもの

とする。 

３ 「改善の余地がある」又は「改善を要する」との評価を受けた教育職員は，次期の評価期間における

「改善計画書」を部局等の長に提出し，改善に努めなければならない。 

４ 部局等の長は，部局等における評価結果の分析及び前項の規定により提出された改善計画書を学長に

報告するものとする。 

＜具体的な活用内容＞（平成 21 年 4 月 3日 教育研究評議会決定） 

○ 部局単位での業績等評価配分経費に反映する。 

○ 昇給等（ボーナス含む）の選考の判断材料として部局長が推薦の際に活用する。 

平成 21 年度 業績等評価配分経費について 

【研究業績】（７０％）  外部資金獲得実績及び研究評価で積算する。  

 外部資金獲得実績  ４２％とする。  

内訳  21 年度科学研究費の申請件数         ・・・・１４％  

20 年度産学連携等研究費の採択件数      ・・・・１４％  

20 年度産学連携・科研費研究費の獲得実績額  ・・・・１４％  

 研究評価          ２８％とする。 ＜実施状況 ５段階の総合評価：全体（308 人）の割合と職階分布＞

3部局（工学部・情報工学部・生命

体工学研究科）については、研究評価

の率で配分する。 

（評価を A：B：C：D 段階とした場

合３：２：１：０に重み付けし計算す

る。）  

5
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九州工業大学 
資料 1-4-49-① 

○ 学生生活実態調査結果 
（出典：平成 21 年度九州工業大学学生生活実態調査報告書） 

＜調査の概要＞ 
１．調査の目的 

   本学学生の生活実態を把握し，本学における厚生補導業務の運営の参考とし，修学指導上の 

基礎資料を得ることを目的とする。 

２．調査基準日 平成２１年７月１日現在 

３．調査の対象 平成２１年７月１日現在の学部学生，大学院生，外国人留学生の全員とした。 

４．調査票の配布・回収方法 

   調査票の配布は，学部１年～３年生については必修科目の授業で配布・回収し，学部４年生・大学院生及び留

学生については指導教員を通して調査票を配布・回収した。 

（大学への要望に対する回答は、本学 HP（学内）において学生に周知している。） 
＜学習についての回答内容 報告書 P27＞ 
４．全体的にみて授業は理解できていますか 
 授業を理解できていないとする回答は、学部生で6割程度、工学府が4割強、情報工学府、生命体工学研究科で3

割程度である。これは、前回の調査と比較して5%程度減少していて、その分、理解できていると回答している学

生が増加しており、改善の傾向にはあるが、更に授業の改善が必要であるものと思われる。 

（学部生） 
 

 
 
 
 
 
 
資料 1-4-49-② 

○ 学習支援室について                         （出典：工学部） 
設置 平成２１年１１月１日            場所 附属図書館４階 グループ研究室 

業務 シニアアカデミーに登録している退職教員などを利用して、学習達成度の低い学生への学習支援シ

ステムを構築し、学士力と工学教育の質の向上を図る。 
カリキュラム 数学と物理が週に３～４回（４時間／回）・化学が週２回（４時間／回）指導員を置く。 

専門基礎科目は、各学科から２科目程度実施。 
実績 H21.11 月から H22.3 月の実施期間中 

   延べ 468 名の学生が指導を受けた。 
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九州工業大学 
資料 1-4-51-① 

○ キャンパスライフの改善 
（出典：学生支援課） 

戸畑キャンパス 

大学会館食堂（平成 21 年度） 大学会館ロビー（平成 21 年度） 

飯塚キャンパス 

オアシス（平成 20 年度） リフレッシュスペース（平成 21 年度） 
 
資料 1-4-51-② 

○ 通学環境の改善（スクールバスの試行運転実施） 
（出典：学生支援課） 

 

日時・場所

平成 22 年 1 月 18 日(月) ～ 29 日(金) 

新飯塚駅 ～九州工業大学情報工学部  

～ 飯塚バスセンター 

内 容 

平成 22 年 4 月からのスクールバスの運行に先立ち、2

週間の試行運転を実施。 

スクールバスは、3 つの停留所（JR 新飯塚駅→九工

大情報工学部→飯塚バスセンター）を巡回し、授業の

始業・終業時刻や、JR の発着時刻に合わせて、平日

のみ運行。なお、ご乗車中に、簡単なアンケートを実

施 
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九州工業大学 
資料 1-4-52-① 

○ 新入生研修での講演等 
                      （出典：保健センター） 

（新入生オリエンテーションにおいて実施）     （平成 21 年度 学生支援講演会） 

 
 

 
資料 1-4-52-② 

○ キャンパスライフサポート案内 
キャンパス毎に作成                        （出典：保健センター） 
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九州工業大学 
資料 1-4-53-① 

○ ハラスメント防止講演会 
  【平成２１年度】                        （出典：学生支援課） 

ハラスメント講演会開催案内            講演会会場 

  
 
資料 1-4-53-② 

○ ハラスメント体制の検討状況 
                        （出典：人事課） 

平成１７年度から運用してきた現在のキャンパス・ハラスメント体制について、平成２１年度に開

催したハラスメント講演会の講師より、次のような問題点があげられた。 
・ハラスメント申し立ての解決手段として、調査委員会での調査の後、関係者の処分に至るという

ものしかなく、これでは現実的な対応として重すぎるという点 
・ハラスメント申し立て後の加害者、被害者双方との調整について、正式な手続き方法が明確にな

っていない点 
・規則上、キャンパス・ハラスメント相談員が問題解決に努める義務を負っている点 
 
これを受け、今後、キャンパス･ハラスメント防止委員会での検討を行い、キャンパス・ハラスメ

ントの体制作りの見直しと整備及び規則改正を含めて、新たなフロー図等の作成にとりかかることと

した。 
また、同時に全学生・教職員を対象としたキャンパス･ハラスメントに対するアンケート調査を平

成２２年度中に行うこととし、アンケートの内容、実施方法等をキャンパス・ハラスメント防止委員

会において準備を進めることとした。 

17



九州工業大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－１－２－①  

グリーンキューブ実験施設（学内で撮影） 

資料２－１－２－②  

エコエネルギー研究プロジェクト（出典：学内会議資料）

資料２－１－２－③  

若手研究者交流支援事業―東アジア首脳会議参加国からの若手研究者招へい― 

「アジア諸国と協調したエコエネルギーデザイン研究プロジェクト」       （出典：事業申請書） 

平成 20 年度設置 平成 20 年度 

平成 21 年度 
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九州工業大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－１－２－④                      （出典：経済産業省ホームページ）

経済産業省「低炭素社会に向けた技術シーズ発掘・社会システム実証モデル事業」概要 

資料２－１－２－⑤                        （出典：研究進捗状況報告書）

ソフトコンピューティング技術による「てんかん」原性域の特定と低侵襲治療法の確立 

※地元企業との連携による柔軟な研究体制を構築している 

※臨床研究機関を有する他大学との医工学連携体制を構築している 

平成20年度

平成 20 年度 

19



九州工業大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国名 機関名 国名 機関名 

インドネシア バンドン工科大学 タイ コンケン大学 

タイ タマサート大学 ベトナム ベトナム農工大学 

タイ キングモンクット大学 インド インド工科大学デリー校 

タイ チュラロンコン大学 インド テリ大学 

タイ アジア工科大学 － － 

資料２－１－２－⑥ エコ大学ランキング結果     （出典：第１回エコ大学ランキング報告書）

資料２－１－５－① 教育研究プロジェクト推進会議            （出典：研究協力課）

資料２－１－５－② 若手研究者交流事業での交流相手機関          （出典：事業申請書）

資料２－１－６－① 発展・高度化させた研究プロジェクトの事例       （出典：研究協力課）

【工学研究院教育研究プロジェクト推進会議】 

競争的資金等による教育研究プロジェクトに係る企画立案を行うために、平成 20 年４月１日設置。 

構成員は研究院長・副研究院長・各系より１～２名・事務長（計 10 名）。 

（平成 20～21 年度に検討・推進した研究プロジェクト） 

・エコエネルギー研究プロジェクト（資料２－１－２－①②、２－１－15－①参照） 

・資源ソリューションプロジェクト  ・環境研究プロジェクト 

・防災プロジェクト         ・ナノテクノロジー研究プロジェクト 

・パワーデバイス技術の集積による次世代グリーンエレクトロニクス研究推進プロジェクト 

（資料２－１－15－②参照） 

平成 21 年度 

平成 21 年度 
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九州工業大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－１－８－① 「世界トップレベルの研究」の定義（抜粋）      （出典：学内会議資料）

資料２－１－６－② トヨタ自動車九州との産学協同研究      （出典：情報工学部広報室 ）

平成 20 年度 
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九州工業大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－１－８－② 九工大発の先進的研究の例            （出典：本学ホームページ）

資料２－１－８－③ 学内の大型研究グループの促進               （出典：学内通知）

（抜粋） 

平成 20 年度 
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九州工業大学 

 
 
 

資料２－１－８－④ 平成２０・２１年度の卓越した研究一覧       （出典：大学評価室） 

                   ※別途提出の「学部・研究科等の研究業績」と同内容 
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九州工業大学 

 
 

(抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成 20 年８月時点では、対象年齢を男女問わず 37 歳以下としていたが、平成 21 年１月には対象年齢を

42 歳まで引き上げ、平成 21 年９月には、女性研究者の年齢制限を撤廃した。 

 
 

  人数 件数 金額（円） 

平成 20 年度 9 12 446,927 

平成 21 年度 21 39 1,284,012 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－１－９－① 英文校正・論文掲載費用補助制度             （出典：学内通知）

資料２－１－９－③ 研究戦略室の取組                  （出典：研究協力課）

資料２－１－９－④ 主要論文掲載数・主要国際会議発表数の推移      （出典：研究協力課）

資料２－１－９－② 英文校正・論文掲載費用補助制度の利用実績      （出典：研究協力課）
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九州工業大学 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－１－12－① 外部評価委員からの指摘事項等          （出典：本学ホームページから抜粋）

資料２－１－12－② 外部評価の掲載例                              （出典：本学ホームページ）

資料２－１－12－③ 研究成果発表会実績                               （出典：研究協力課）
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九州工業大学 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２－１－13－② 教員別外部資金獲得金額・主要論文掲載数一覧表     （出典：研究協力課）

※原本は黒塗りなし 

資料２－１－13－① 研究戦略室の室員の増強                （出典：大学評価室）

平成 21 年度 

平成 21 年度 
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九州工業大学 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－13－③ 若手研究者や女性研究者を育成する研修会及び講習会（出典：議事次第、新聞記事）

資料２－１－15－① 「エコエネルギー研究プロジェクト」における研究体制     （出典：学内会議資料）

平成 20 年度 

【各教員の所属】 

大村、白土、内藤 →電気電子工学研究系  

長山、宮﨑    →機械知能工学研究系  

秋山、坪田、松本 →物質工学研究系 

竹澤       →先端機能システム 

工学研究系   

中尾       →基礎科学研究系 
 

※工学研究院７研究系のうち５研究系が参画 

※工学研究院７研究系のうち

４研究系が参画 

資料２－１－15－②                                                            （出典：学内会議資料）

「パワーデバイス技術の集積による次世代グリーンエレクトロニクス研究推進プロジェクト」における研究体制

○ 科学研究費補助金の不正使用防止及び 

内部監査等に係る学内説明会 

○新聞に取り上げられた「キャリアとして

の女性博士研究者」講演会 

平成 20 年度 
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九州工業大学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－１－17－① RA 及び RA 指導教員へのアンケート調査                     （出典：学内資料）

資料２－１－27－② 学内共同教育研究施設等の保有機器の学内利用実績の推移 （出典：研究協力課）

資料２－１－27－① Web による物品検索機能             （出典：物品請求システム） 

（抜粋） 
平成 20 年度 

平成 20 年度機能追加
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九州工業大学 

資料 3-1-12-① 

○ 平成２１年度チューターとの懇談会実施報告書及び国際連携推進室要項（抜粋） 

・平成 21 年度チューターとの懇談会実施報告書             （出典 学生支援課） 
１．実施目的 

   チューター制度については従前から導入し外国人留学生の学習・研究効果の向上に効果をあげて 
いるが、今後の留学生の積極的な受け入れに向けて大学として受入態勢をより一層充実させるた
めチューターが抱える問題点について意見交換を行い、既存の制度の充実を図る。 

２．実施状況 
キャンパス・開催日 出席者 

戸畑 
6 月 18 日（木） 

チューター21 名 
副学長、工学部長、学務部長、学生支援課長、工学部事務長、留学生係 

飯塚 
6 月 10 日（水） 

チューター12 名 
副学長、情報工学部長、許准教授、 
学生支援課長、学生支援課長補佐、情報工学部事務長、留学生係、情報工学部事務担当者

若松 
6 月 9 日（火） 

チューター5 名 
副学長、生命体工学研究科長、学務部長、学生支援課長、学生支援課長補佐、 
生命体工学研究科事務長、留学生係、生命体工学研究科事務担当者 

                             (チューターとの懇談会・戸畑) 

・九州工業大学大学院情報工学研究院国際連携推進室要項 

(抜粋) 
第２条 国際室は，国際化教育，学生の海外派遣，留学
生の受け入れ，海外組織との国際連携等の円滑な運営，
実施を支援することを目的とする。 
国際室が扱う支援活動の例を以下に示す。 

  ・海外大学・研究機関等との連携活動（ダブルデグリ
ー）や協定締結支援 

・海外大学間協定締結大学や窓口教員との連絡 
・教育ＧＰ（現代ＧＰ，特色ＧＰなど）に採択された

海外連携プログラム 
 ・学生の海外派遣 
 ・留学生の受入れ 
・講師の招聘 

 
資料 3-1-12-② 

○ 新たな支援事業                         （出典 学生支援課） 

・九州工業大学１００周年記念事業２１世紀教育基金大学院博士後期課程外国人留学生奨学事業公募要
領（抜粋） 

 
１． 目的 

      本事業は、優秀な大学院博士後期課程の外国人留学生を対象に、安心して学業に専念できる環
境を整備するため、経済的支援を実施することを目的とする。 

２． 応募資格  
九州工業大学大学院博士後期課程に、平成２１年４月以降に入学した外国人留学生を対象とす

る。 
３． 応募要件 

a. 学業成績、人物ともに優れ、心身ともに健康な者。 
b. 経済的支援を行うことにより、学業に専念できること。 

４． 支援額、採択人数 
① 他の奨学金と合わせて月額５０,０００円を保証し、その差額を奨学金として給付する。 
② 採択人数は５～６名程度とする。 

    ※平成２１年度は、４名の申請があり、全員採用 
 
・博士後期学生授業料免除状況（平成２１年度） 
 私費留学生数 授業料免除申請者数 全額免除許可者数 備考 

H21前期 ２２ １７（７７％） １７（１００％） 未申請者は留年者、休学明けの留学生 

H21後期 ２６ ２１（８１％） ２１（１００％） 未申請者は留年者 
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九州工業大学 

資料 3-1-14-① 

○ 日本語補講及び「科学技術日本語」について             （出典 学生支援課）

・平成２１年度外国人留学生のための日本語補講の実施要項（抜粋） 
１．実施目的 

   近年の留学生の増加に伴い、日本語を十分に習得せずに来日する留学生も数多くおり、入学
してもすぐに研究活動等に取り組めない者が在学する現状がある。このため、学外非常勤講
師２名を委嘱し、研究活動及び日常生活に必要な会話力を向上させ、日本語教育の充実を図
るため、戸畑キャンパスと飯塚キャンパスにおいて日本語補講を実施する。また、若松キャ
ンパスにおいては学術研究都市語学教育センターの日本語講座を受講させる。 

  ２．内容 
   本学の外国人留学生に対し、研究活動及び日常生活に必要な日本語会話能力を習得させる。 
  ３．講師 

戸畑キャンパス  （元 ＪＩＣＡ九州国際センター日本語非常勤講師） 
飯塚キャンパス   福岡教育大学日本語非常勤講師 
若松キャンパス 学術研究都市語学教育センター講師 

  ４．実施場所 
人間科学演習室 
国際交流ルーム 
学術研究都市内早稲田大学講義室 

  ５．経費 
     運営費交付金（留学生経費） 
  ※平成２１年度日本語補講謝金及び受講料 

1,402,950 円 （戸畑・飯塚キャンパス日本語補講謝金） 
     420,000 円（若松キャンパス日本語講座受講料） 

 
・「科学技術日本語」（大学院情報工学府シラバス） 

大学院基礎科目 選択科目１単位 
（授業の概要） 

理工学専攻の外国人留学生の基礎的な科学技術用語の習得、科学技術分野の表現能力、実
験・研究レポート及び論文作成能力の向上を図るため、中級日本語以上の受講者に講義及び演
習を行う。 

 （カリキュラムにおけるこの授業の位置付け） 
この科目は，本学部で行われている一連の日本語・日本事情科目（「日本語補講」、「日本語 A」、

「日本語 B」、「日本語 C」および「日本事情」）の延長線上に位置づけられるものであるため、
その前提科目を履修するとともに中級以上の日本語レベルを有する外国人留学生を前提とし
て講義を行う。本科目は、学部との共同開講するもので、実験レポートをはじめ、卒論・修論・
D 論などの実践的な学術日本語の読解・作成を目指す。 

 （授業の達成目標） 
この講義は、外国人留学生が情報工学研究科における学習教育目標のである（A）「技術者

としての豊かな国際性、社会性、「倫理観」および（B）「英語を含む論理的なコミュニケー
ション能力」を達成するために、日本語で科学技術のコミュニケーションできることを具体的
な目標とする。 

「科学技術日本語」（飯塚キャンパス）大学院留学生の受講者数 
 受講者数 

平成１９年度 ３人 
平成２０年度 １人 

平成２１年度 ６人 

 
資料 3-1-14-② 

○ 市民ボランティアによる日本語講座（飯塚キャンパス）       （出典 学生支援課） 

 
「留学生フロント」（留学生や外国人研究者及びその家族を中心にした外国人への日本語教育及び
日常生活の様々な支援を行っている、飯塚市のボランティア団体）により実施している。 

 
・日本語講座初級・中級 

 日時：第１、第 2、第 4土曜日の 14 時～17 時 場所：飯塚市二瀬公民館 
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